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は じ め に

キ ウ イ フ ルー ツ は ミ カ ン か ら の転換作物の ーっ と し て

導入 さ れ， 主 に ミ カ ン産地 を 中心 に植栽が な さ れて き た

果樹であ る 。 導入 当 初 は 防除不要の 果樹 と さ れて い た が，

栽培面積の増加や樹齢の進行 と と も に 各種病害虫が発生

す る よ う に な っ た 。

な か で も ， 花腐細菌病 は被害が大 き し 年 に よ っ て は

収穫皆無 の 園場 も 発生す る た め ， 栽培農家 に 最 も 恐れ ら

れて い る 病害であ る 。

本病の病原菌 は近年， Pseudomonas りringae pv. syrin. 

gae と 同定 さ れた (藤河 ら ， 1992) 。 こ の よ う に本病は細

菌 に 起因す る 病害の た め ， 薬剤防除の効果が上が り に く

く ， 多発年 に は薬剤散布の効果が ほ と ん ど認め ら れて い

な い。 と こ ろ が， 近年， 本病 に対す る 有効 な防除法 と し

て ， 環状剥皮処理が報告 さ れた (赤 山 ら ， 1990) 。 し か し ，

環状剥皮の処理方法や こ れが果実品質 に 及 ぽす影響等 に

つ い て は， 不明 な点が多 か っ た 。 本研究 で は ， 環状剥皮

処理の 時期， 部位や幅， 環状剥皮が果実品質や樹体内成

分の変化 に 及 ぽす影響 に つ い て検討 し た の で報告す る 。

I 環状制皮の処理時期及 び処理幅の違 い に

よ る 発病抑制効果

1 試験方法

試験 は福岡県甘木市の 現地薗場で， 品種「へイ ワ ー ド 」

成木 を供試 し ， 1 区 l 樹 2 反復で 1989 年， 1990 年の 2 年

間行 っ た 。 1989 年 は 3 月 20 日 4 月 5 日 ， 21 日 ， 5 月

8 日 に 地上約 60 cm の 主幹部 を 10 mm， 20 mm 幅で木

質部 に 達す る ま で剥皮 し ， 満開時の 5 月 26 日 と 29 日 に

花器及び花奮での発病状況 を調査 し た 。 1990 年 は 3 月 23

日 ， 4 月 11 日 ， 25 日 ， 5 月 7 日 に 地上約 60 cm の 主幹部

を 5 mm， 10 mm， 20 mm 幅で同様 に 剥皮 し， 1989 年 と

同様 に満開時の 5 月 25 日 と 28 日 に 花器及び花奮での発

病状況 を調査 し た 。

2 試験結果

1989 年 は花腐細菌病が激発 し た 年で あ っ た が， 各処理

区 と も 無処理区 と 比 べ て 花腐細菌病の 発生が抑制 さ れ

た 。 満開約 50 目 前 と 30 日 前 に 剥皮処理 し た 区の効果が
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最 も 高か っ た が， 3 月 20 日 処理区の効果 は低 く ， 5 月 8

日 処理区 も や や 劣 っ た 。 処理幅 に つ い て は 20 mm 処理 区

に比べ， 10 mm 区がや や 劣 る 傾向が認め ら れた (図ー1 ) 。

1990 年 は 全体的 に は花腐細菌病の 少 な い 年 で あ っ た が，

各処理区 と も 無処理区 と 比較 し て 著 し い発病抑制効果が

認め ら れ， 1989 年の よ う に 処理時期や処理幅の違い に よ

る 発病の差 は認め ら れ な か っ た ( 図 ー2) 。

ま た ， 地上 60 cm と 150 cm の 処理 に お い て 効果 に 差

が な か っ た こ と か ら ， 処理部位 は 主幹部 で あ れ ば ど こ で

も 良 い よ う で あ る 。
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H 環状剥皮が果実品 質 に 及ぽす影響

1 試験方法
1990 年 に 福 岡 県八女郡立花町の現地圃場 に お い て ， 品

種「へイ ワ ー ド J成木 を供試 し ， 環状剥皮が果実品質 に 及

ぽす影響 を 調査 し た 。 剥皮処理 を 4 月 17 日 ， 24 日 ， 5 月

1 日 ， 8 日 に 幅 10 mm で行い ， 各処理時期毎 に各樹 10 果

に マ ー ク し ， 6 月 21 日 か ら 9 月 19 日 ま で 6 回， 同一果

実の横径 と 縦径 を追跡調査 し た 。 ま た ， 剥皮処理時期の

違い に よ る 果実肥大への影響 を 調査す る た め ， 各処理樹

ご と に 果実 を収穫 し ， 販売上の分類 に 従 い 3 S�3 L の ラ

ン ク ご と に 果実数 を調査 し た 。

2 試験結果
同一果実の肥大 に 関す る 追跡調査で は ， 剥皮処理区 と

無処理区 と の 聞 に差 は認め ら れ な か っ た (図 3， 図 4) 。

ま た ， 処理時期別 の果実品質調査で は ， 各階級の割合 と

販売価格の差か ら 考慮す る と ， 処理時期の違い に よ る 経

済的な差は認め ら れ な か っ た (表 1 ) 。
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図 - 3 剥l皮処理に よ る キ ウ イ 果実の時期別肥大状況 (1990)

70 

65 

縦 60
径

55 (mm )  
50 

45 

40 

. .0 ・1 月 17 日 処理， ー.. . . 4 月 24 日 処理 ・ -
5 月 1 日 処理 口一 ・ ー 5 月 8 日 処理 ・ー無処理

d苦手苦言l

6月2 1 日 6月30日 7月9日 7月20日 8月20日 9月19日
調 査 月 日

図 ー 4 �申j皮処理に よ る キ ウ イ 果実の時期別肥大状況 (1990)
. . .0' . ' 4 月 17 日 処理， 一 一.. . . 4 月 24 日 処理， 一 一.. . .

5 月 1 日 処理， 一口 ・ 5 月 8 日 処理， ・ー無処理

E 銅j皮処理時期の違 い に よ る ， 花曹内成分

の時期別変化

1 試験方法
各種の 花奮内成分が剥皮処理前後で ど の よ う に 異 な る

か調査 し た 。 花警の採集 は剥皮処理前 よ り 満開 1 週間前

の 5 月 15 日 ま で定期的 に 行 い ， 凍結保存後 7 � 8 月 に 各

処理区の花菅内 の 全糖， 還元糖， デ ン プ ン ， Ca， Mg， K 

を樹毎 に 調査 し た 。

2 試験結果
花菅内成分中 の デ ン プ ン ， Ca， Mg， K の時期別含有量

は， 処理樹 と 無処理樹 と の 聞 に 一定 の傾向 は認め ら れ な

か っ た (表 2， 図 5) 。 し か し ， 全糖， 還元糖の 含有量 は

満開 1 � 2 週間前 よ り ， 処理樹の花菅で は無処理樹 に 比

べ て 多 く 推移 し た ( 図 6， 図 7) 。

表 - 1 各処理時期毎の果実サ イ ズの割合 (%) ( 1990) 

果実サ イ ズ
剥皮月 日

3S 2S s M L 2L 3L 

4 月 17 日 0 . 84 9 . 16 42 . 97 31 . 84 13 . 8 1  1 . 09 0 . 29 
4 月 24 日 0 . 98 10 . 30 4 1 . 15 30 . 98 14 . 98 1 . 31 0 . 30 
5 月 1 日 1 . 08 12 . 28 38 . 36 28 . 26 1 7 . 40 2 . 24 0 . 38 
5 月 8 日 0 . 89 1 1 .  78 38 . 24 28 . 2 1  18 . 73 1 . 94 0 . 19 

無処理 0 . 59 10 . 67 34 . 84 28 . 64 2 1 . 93 2 . 73 0 . 58 

表 情 2 *，J皮処理に よ る 花奮内のCa， Mg， Kの時期別変化

( 1990) 

成 分 毒剤j皮月 日
4/17 

4 月 17 日 146 . 0  
4 月 24 日

Ca 5 月 1 日
5 月 8 日
無処理 147 . 6  

4 月 17 日 4 . 69 
4 月 24 日

Mg 5 月 l 日
5 月 8 日
無処理 4 . 51 

4 月 17 日 727 . 8  
4 月 24 日

K 5 月 1 日
5 月 8 日
無処理 739 . 7  

注 1 ) 満開 日 : 5 月 22 日
注 2 ) 単位 : mg%

調 査 月 日

4/24 5/1 5/8 5/15 

144 . 3  170 . 9  169 . 2  166 . 4  
152 . 7  176 . 5  144 . 8  150 . 9  

177 . 5  161 . 3  168 . 5  
172 . 0  145 . 9  

144 . 2  158 . 5  158 . 0  168 . 2  

4 . 66 4 . 69 4 . 41 4 . 46 
4 . 76 4 目 31 3 . 98 3 . 98 

4 . 48 3 . 97 4 . 03 
4 . 14 4 . 02 

4 . 75 4 . 53 4 . 02 4 . 19 

776 . 3  739 . 0  768 . 4  740 . 0  
770 . 3  715 . 6  766 . 4  683 . 0  

706 . 2  754 . 5  682 . 8  
781 . 4  680 . 5  

771 . 3  726 . 3  738 . 8  662 . 1  
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図 - 5 剥 皮 処理 に よ る 花 奮 内 の デ ン プ ン の 時期 別 変 化 (1990)
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函 - 6 �J皮処理に よ る 花普内の還元糖の時期別変化 ( 1990)
. .0… 4 月 17 日 処理， ・ 4 月 24 日 処理， …・…
5 月 1 日 処理， 一口一 5 月 8 日 処理， -. 無処理

考 察

環状剥皮 は満開 2 か 月 前� 3 週間前 に 幅 5�20 mm で

処理す れ ば， 本病 を 著 し く 抑制 し た 。 こ の こ と か ら ， 環

状剥皮処理が樹体や果実品質 に 及 ぼす影響 を 最小限 に 抑

え ， か つ 的確な発病抑制効果 を発現 さ せ る た め に は， 満

開約 1 か 月 前� 3 週間前 に 5 mm 幅で処理す る こ と が最

適で あ る と 考 え ら れた 。

ま た ， 環状昔日l皮処理が果実品質 に 及 ぽす影響 を 調査 し

た 結果， 生育期での 果実肥大の調査では差が認め ら れず，

ま た収穫果実の大 き さ の調査で も 処理 区 と 無処理区 と の

聞 に 経済的な差 は認め ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 1

年の みの試験結果 で は あ る も の の ， 環状剥皮 に よ る 果実

肥大への影響 は 少 な い も の と 思わ れ た 。

環状剥皮が花腐細菌病 に対 し て 高 い発病抑制効果 を発

揮す る 原因 に つ い て は ， 現在の と こ ろ 不明であ る 。 三好

(1991) や森田 (1992) は 剥皮処理樹で は 葉の デ ン プ ン含

量が増加 し ， 窒素含量が減少す る こ と を報告 し て い る が，
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図 - 7 �J皮処理に よ る 花菅内 の 全糖の時期別変化 (1990)
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こ の 成分の 変化が発病抑制 に 関与 し た か否か に つ い て は

不明であ る と し て い る 。 ま た ， 処理に よ っ て 花菅 内 の 水

分含量が減少す る こ と が原 因 で は な い か と の 指摘 も あ る

が， 詳 し い報告 は な い 。

そ こ で， 各種の花警内成分が言明l皮処理後 ど の よ う に 変

化す る か を 調査 し た 。 そ の 結果， 処理樹 の 花警で は全糖，

還元糖の含有量が満開 1 � 2 週間前 よ り ， 無処理樹 に 比

べ て 多 く 推移 し て い る こ と が判明 し た 。 こ の こ と か ら ，

糖 の 多 少が本病 の 抑 制 に 関与 し た 可能性が示唆 さ れ た

が， 花奮内成分の変化 と 発病抑制 の 因果関係 は 依然不明

であ り ， さ ら に検討が必要 と 思わ れ る 。 い ず れ に し て も

発病抑制 の メ カ ニ ズ ム に つ い て は早急 に 解明 す る 必要が

あ る 。

花腐細菌病 は薬剤防除の効果が上が り に く い た め ， 多

発年 に は生産量減少 の 大 き な 要因 と な っ て い る 。 環状剥

皮処理 を 行 え ば， 栽培上問題 と な ら な い程度 ま で本病の

発生 を抑制 で き る の で本病 を 対象 と し た 農薬散布 は不要

と な る 。 ま た ， 雨 よ け栽培の よ う に 高額 な資材費 も か か

ら ず， か つ簡便 に 処理で き る た め ， 福 岡 県 に お け る 環状

剥皮の普及率 は 8 � 9 割 に 達 し て い る 。

生産者 と し て は剥皮処理 を連年行 う こ と に よ る キ ウ イ

フ ル ー ツ 樹体への 悪影響 を 懸念す る と こ ろ で あ る が， 現

状 で は 花腐細菌病 に よ っ て 著 し い 減収 に 甘 ん じ る よ り

は， 本処理 を 行 う こ と で毎年安定 し た 収量 を確保す る こ

と が急務 と な っ て い る よ う で あ る 。

な お ， 現在 ま での と こ ろ ， 本処理 に よ る 樹勢の低下や

枯死の報告 は な い。
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